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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 01 02 20 02

（前年度）

10 01 02 20 03

（前年度）

会計年度任用職員給与費　学力向上教員 26,213 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 26,213

教育委員会事務局学校教育課 16,575

国庫支出金 0 0

国庫支出金 0 33,199

会計年度任用職員給与費　学校教育課 33,199 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課 17,236
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事      業      内      容
決算書

ページ

　教育に関する相談、不登校等に係る教育支援、教育関係職員の研修等の充実を図るため、

教育指導員を配置した。

　また、指導環境の充実を図るため、特別非常勤講師及び複式学級講師を配置した。

事業内容

　会計年度任用職員給与費（パート・フルタイム）

　　パートタイム

　　　教育指導員　　　　　　　　　６人

　　　特別非常勤講師（専科教員）　１人（国語科・書写）

　　　複式学級講師　　　　　　　　１人（太田小）

　　フルタイム

　　　複式学級講師　　　　　　　　２人（太田小、上真野小）

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　指導環境を充実させることにより、児童生徒の学習意欲を高めるとともに、学力の向上

を図るため、市で独自に採用した学力向上教員を配置した。

事業内容

　会計年度任用職員給与費（フルタイム）

　　学力向上教員の配置　小学校４人、中学校１人

　　　配置先　小学校（算数）：原一小、原三小、石二小、鹿島小

　　　　　　　中学校（数学）：石神中

 ＜計画未達の理由＞

　南相馬市の授業スタイルに基づく授業改善や研修による教員の指導力向上を図るととも

に、ドリルアプリを活用した学校及び家庭での学習の充実を図った結果、標準学力調査の

平均正答率の向上が見られたものの、記述問題の誤答率・無回答率が高い傾向にあり、計

画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

①教育指導員の配置人数
②特別非常勤講師（専科教員）の配置人数
③複式学級講師の配置人数

①６人
②１人
③３人

①６人
②１人
③３人

標準学力調査の平均正答率
小５　７０．５％
中２　６３．１％

小５　６６．９％
中２　５９．０％

315

315
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 01 02 20 04

（前年度）

10 01 02 20 05

（前年度）

10 01 02 20 06

（前年度）

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課 36,571

教育委員会事務局学校教育課 4,907

国庫支出金 0 51,713

会計年度任用職員給与費　介助員 51,713 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課 46,930

国庫支出金 0 60,471

会計年度任用職員給与費　学校司書 60,471 県　支出金 0

国庫支出金 0 9,833

会計年度任用職員給与費　外国語指導助手 9,833 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

- 360 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　小中学校の学校図書室において、司書教諭等と連携して自由な読書活動の推進や主体的

な学習活動を支援するため、学校司書を配置した。

事業内容

　会計年度任用職員給与費（フルタイム）

　　学校司書の配置

　　　専任：原一小、原二小、原三小、高平小、大甕小、太田小、石一小、鹿島小、

　　　　　　石二小、上真野小、小高小

　　　兼務：原一中、小高中、原二中、石神中、鹿島中、原三中

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　市内児童生徒の国際理解教育の推進を図るとともに、英語によるコミュニケーション能

力の素地を養うため、外国語指導助手を配置し、習熟度に応じた継続的な英語教育を行っ

た。

事業内容

　会計年度任用職員給与費（パートタイム）

　　外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置　２人

　　配置先：鹿島小（受持ち校：鹿島小・上真野小）、小高中

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　心身に障がいのある児童生徒が小中学校に就学する場合の適正な学習環境の確保を図る

ため、介助員を配置した。

事業内容

　　会計年度任用職員給与費（フルタイム）

　　介助員の配置　１４人

　　配属先：原一小１人 原二小２人 原三小２人 高平小２人 大甕小１人 太田小１人

　　　　　　石二小２人 鹿島小１人 原一中１人 原二中１人

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

中学３年生段階におけるＣＥＦＲ Ａ１レベル（英検
３級程度)以上の取得率

２８．０％以上 ４１．９％

学校司書の配置 　１４人 　１４人

介助員の配置人数 １４人 １４人

315

315

315
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 01 02 20 07

（前年度）

10 01 02 20 08

（前年度）

国庫支出金 0 856

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課 2,620

133,270 県　支出金 0

地 方 債 0

会計年度任用職員給与費　部活動指導員 2,565 県　支出金 1,709

地 方 債 0

国庫支出金 0 133,270

会計年度任用職員給与費　学習支援員

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課 96,400
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事      業      内      容
決算書

ページ

　きめ細やかな指導の充実を図るため、小中学校に学習支援員を配置した。

事業内容

　会計年度任用職員給与費（フルタイム）

　学習支援員の配置　３２人

　配属先：原一小４人 原二小２人 原三小４人 高平小１人 大甕小１人 石一小１人

　　　　　石二小４人 鹿島小３人 上真野小２人 小高小１人

　　　　　原一中２人 原二中２人 石神中３人 鹿島中１人 小高中１人

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　中学校におけるスポーツ・文化等に関する専門的知識や指導技術を有する人材を配置し、

競技力の向上及び教職員の業務負担軽減を図るため、部活動指導員を配置した。

　事業内容

　　会計年度任用職員給与費（パートタイム）

　　　部活動指導員の配置　鹿島中３人：剣道、バレーボール、バスケットボール

　　　　　　　　　　　　　原二中１人：バスケットボール

 ＜計画未達の理由＞

　年間を通じて募集を行っていたが、採用に至らなかったため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

学習支援員の配置 ３２人 ３２人

部活動指導員の配置 ６人 ４人

315

315
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 01 02 F2 20

（前年度）

国庫支出金 0 0

公立学校適正化推進事業　 735 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 735

教育委員会事務局教育総務課 5,257
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事      業      内      容
決算書

ページ

　教育機会の均衡と教育水準の維持向上を図るため、小中学校の規模や配置の適正化を推

進するとともに、小中学校の適正化に合わせ、小中一貫校や小規模特認校の制度研究を含

め、特色と魅力ある学校づくりに取り組んだ。

事業内容

　【上真野地区・太田地区における取組み】

　　①保護者懇談会の実施（ＰＴＡ役員懇談（上真野小：１回、太田小：１回）、

　　　　　　　　　　　　　保護者懇談（上真野小：１回、太田小：１回））

　　②学校のあり方検討会の実施（保護者、地域、学校との学校のあり方検討）

　　　　　　　（鹿島区（上真野小：４回）、太田大甕地区（太田小：７回））

　　③地区懇談会の実施（保護者の意向を踏まえた学校適正化の説明）

　　　　　　　　　　　　　　　（鹿島区：０回、太田大甕地区：０回）

    ④地域からの学校適正化に関する意見書の提出（地域合意の形成）

　　　　　　　　　　　　　　　（鹿島区：未提出、太田大甕地区：未提出）

　　⑤統合準備協議会の開催（再編計画、要望等の具体的な検討）

　　　　　　　　　　　　　　　（鹿島区：０回、太田大甕地区：０回）

　【学校間交流活動】（鹿島区：７回、太田大甕地区：３回）

＜計画未達の理由＞

　あり方検討会における協議に時間を要したことから、地区懇談会の開催や統合準備協議

会の開催までに至らなかったため、計画に到達しなかった。

　学校間交流事業については、学校間の調整により実施回数を見直したため、計画に到達

しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

①学校あり方検討会の実施
②地区懇談会の実施
③統合準備協議会の開催
④学校間交流事業の実施

①１０回（鹿島区５
回、太田大甕地区５

回）
②６回（鹿島区３

回、太田大甕地区３
回）

③６回（鹿島区３
回、太田大甕地区３

回）
④４０回（鹿島区２
０回、太田大甕地区

２０回）

①１１回（鹿島区４
回、太田大甕地区７

回）
②　０回
③　０回

④１０回（鹿島区７
回、太田大甕地区３

回）

315
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 01 02 F4 20

（前年度）

10 01 03 50 20

（前年度）

教育委員会事務局学校教育課 2,980

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課 －

国庫支出金 0 1,014

国際バカロレア教育研究事業 1,014 県　支出金 0

地 方 債 0

国庫支出金 0 2,980

小中学校教育研究事業補助金 2,980 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

- 366 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　グローバル化や技術革新が急速に進展する社会の中で、本市の子どもたちが未来社会を

生き抜くための資質・能力を育成するとともに、教育の質の向上を図るため、国際バカロ

レア教育導入を視野に入れた研究を行った。

事業内容

　国際バカロレアのセミナーへの参加等の各種研究活動

　国際バカロレア研究会の開催　２回（対面）　その他随時情報提供

　国際バカロレア導入指針（暫定版）の策定

　国際バカロレアＰＹＰカリキュラム（サンプル）の作成

 ＜計画未達の理由＞

　国際バカロレア教育研究のためのワークショップについて、ＭＹＰワークショップへの

参加を見込んでいたが、他事業の日程と重複したこと、及びその後の開催がなかったこと

からＰＹＰワークショップのみの参加となったため、計画に到達しなかった。

（ＭＹＰワークショップ令和７年度参加予定）

　保護者・地域への説明会について、当初保護者や地域の方を対象としたセミナーの開催

を見込んでいたが、研究結果を踏まえて検討し、導入の方針をまとめた「国際バカロレア

導入指針」の策定に時間を要したことから、令和６年度の開催を見送ることとしたため、

計画に到達しなかった。（保護者・地域への説明会令和７年度実施予定）

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　教員の資質の向上及び学校教育の推進を図るため、学校経営、教科指導の研修及び小中

学校音楽祭等の事業を行う南相馬市教育研究会に対し、補助金を交付した。

事業内容

　事業主体　南相馬市教育研究会

　補助率　　定額

　補助額　　２，９８０千円

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

１件補助金交付件数 １件

①５か所
②１０名

(うちＲ５予算執行分
６名)

③　０回

①先進地視察（ＩＢ導入校）
②ワークショップへの参加
③保護者・地域への説明会

①２か所
②　９名
③　１回

315

317
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 01 03 51 20

（前年度）

10 01 03 52 20

（前年度）

国庫支出金 0 14,885

学習ドリルアプリ活用事業補助金 14,885 県　支出金 0

地域の特性等を生かした創意工夫による教育 3,567 県　支出金 0

教育委員会事務局学校教育課

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課 13,358

活動推進事業補助金 地 方 債 0

そ の 他 0

国庫支出金 0 3,567

3,933

- 368 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　ＧＩＧＡスクール構想により整備したタブレット型端末を活用した授業や家庭学習の充

実により、児童生徒の学習意欲及び学力向上を図るため、児童生徒が学習ドリルアプリを

使用する費用について、小学校長会及び中学校長会に対し、補助金を交付した。

事業内容

　事業主体　小学校長会、中学校長会

　対象経費　タブレット型端末を活用した学習ドリルアプリの使用料

　補助上限　在籍する児童生徒１人当たり月５００円以内

　補助金　　１４，８８５千円

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　市内児童生徒に地域や学校への愛着や誇りを持たせるとともに、自ら学び、自ら考え、

生きぬく力を育み、もって本市の将来を担う人材を育成するため、地域の特性、学校の伝

統や校風、震災の経験等を活かした創意工夫による教育活動を実施する各学校に対し、小

学校長会及び中学校長会を通して補助金を交付した。

事業内容

　事業主体　小学校長会、中学校長会

　対象経費　地域の特性、学校の伝統や校風、震災の経験等を生かした創意工夫による教

　　　　　　育活動に係る経費

　補助率　　１０／１０

　補助上限

　　児童生徒数２００人未満の学校　２００千円／校

　　児童生徒数２００人以上の学校　４００千円／校

 ＜計画未達の理由＞

　太田小学校において、経費をかけずに教育活動を行い本補助金を申請しなかったため、

計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　１７校 １６校補助金の交付件数

学習ドリルアプリ活用事業補助実施学校数 １７校 １７校

317

317
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 01 03 F1 20

（前年度）

10 01 03 F2 20

（前年度）

10 01 03 F3 20

（前年度）

10 01 03 F4 20

（前年度）

教育委員会事務局学校教育課 1,974

地 方 債 0

そ の 他 0

国庫支出金 0 1,583

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課 2,295

学校教育支援センター事業 1,583 県　支出金 0

教育委員会事務局学校教育課 582

国庫支出金 0 2,273

就学指導アドバイザー配置事業 2,273 県　支出金 0

地 方 債 0

国庫支出金 0 578

学校不適応対策事業 578 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課 6,449

地 方 債 0

国庫支出金 0 6,840

基礎学力向上対策事業 6,840 県　支出金 0

- 370 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　児童生徒の基礎学力を向上させるため、学力の実態及び変容状況を的確に把握するとと

もに、指導法の改善を図った。

　また、教職員の資質を向上させるため、先進地視察研修を実施した。

事業内容

　知能検査の実施（小学２・４・６年生、中学１・３年生）

　標準学力テストの実施と結果分析（全児童生徒）

　ＡＡＩ（学習適応性検査）の実施（小学３・５年生、中学２年生）

　教職員の先進地視察研修

 ＜計画未達の理由＞

しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　不登校状態にある児童生徒に生活及び学習指導等を行い、生活リズムの改善と自立心・

社会性を養い、学校生活に復帰できるように支援・指導した。

事業内容

　適応指導教室（やすらぎ広場、紅梅教室、さくら教室）の運営

　臨床心理士による児童生徒、教員及び保護者への面接指導

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　特別な支援を要する児童生徒及びその疑いのある児童生徒の就学又は指導について、特

別支援教育に関して専門的な知識と経験を有する者を委嘱し、助言等を行った。

事業内容

　配置場所　学校教育支援センター

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　学校教育の充実を図るため、教育に関する相談、学校適応指導、教育関係職員の支援事

業を行った。

事業内容

　各種研修会の実施、適応指導教室の支援、相談活動

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

①教育指導員の配置人数
②各種研修会の実施回数
③適応指導教室の支援、相談活動回数
④調査・研究（広報の発行回数）

①　３人
②２０回
③１０回
④　３回

①　３人
②２０回
③１０回
④　３回

①適応指導教室の運営
②臨床心理士による面接指導実施回数

①３か所
②１０回

①３か所
②１０回

就学指導アドバイザーの配置人数 　３人 ３人

　学校行事等により日程が合わず、研修に行けなかった教員が多かったため、計画に到達

①知能検査の実施
②標準学力テスト実施
③ＡＡＩ検査の実施
④視察研修参加者数

①　１回
②　１回
③　１回
④４１人

①　１回
②　１回
③　１回
④２５人

317

317

317

319
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 01 03 F6 20

（前年度）

10 01 03 F8 20

（前年度）

10 01 03 G2 20

（前年度）

国庫支出金 0 1,050

高等教育機関連携事業 1,050 県　支出金 0

地 方 債 0

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課 425

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課 －

開かれた学校づくり事業 405 県　支出金 0

国庫支出金 0 405

地 方 債 0

国庫支出金 0 16,466

外国語教育推進事業 16,466 県　支出金

6,620

0

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課
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事      業      内      容
決算書

ページ

　高度な研究を子どもたちに体験させ、キャリア形成と学習意欲の向上を図るため、高等

教育機関等と連携した専門的かつ先進的な授業を実施した。

事業内容

　高等教育機関連携事業の実施（１４回）

 ＜計画未達の理由＞

　南相馬市の授業スタイルに基づく授業改善や研修による教員の指導力向上を図りながら、

子どもが主役の授業を展開し、学んだことをつかう深い学びに取り組んだ結果、学習意欲

が高い児童生徒の割合は、全国平均を上回ったものの計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　保護者や地域住民の意向を反映するとともに、ふくしま教育週間を活用するなどして開

かれた学校づくりを進めるため、各小中学校に学校評議員を配置した。

事業内容

　学校評議員に対する謝礼

　学校評議員会の開催

 ＜計画未達の理由＞

　従来の３学期制から２期制の変更により、各学校において、行事や学校運営の実情に沿

った回数の見直し実施を行った結果、２期制に合わせた実施の学校が３校となったため、

計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　市内児童生徒の国際理解教育の推進を図るとともに、英語によるコミュニケーション能

力の素地を養うため、習熟度に応じた継続的な英語教育を行った。

事業内容

　ＡＬＴＤＡＹ実施支援（対象：市内中学校）　実施校：６校

　外国語検定料支援（対象：中学生全員（１回／年））　受験者数：６９３人

　教員研修（研修場所ブリティッシュヒルズ）（対象：小学校教員４人）

　外国語教育推進アドバイザー派遣（年３回）

　英検Ｊｒ受験料支援（対象：小高小学校５～６年生）　受験者数：１０人

　東京グローバルゲートウェイ研修（対象：小高中学校３年生）　参加者：１２人

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

319

319

319

学習意欲が高い児童生徒の割合
小５　５１．０％
中２　５５．０％

小５　３５．０％
中２　５２．０％

各学校年３回程度 各学校平均２．８回学校評議員会の開催

中学３年生段階におけるＣＥＦＲ Ａ１レベル（英検
３級程度)以上の取得率

２８．０％以上 ４１．９％
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 01 03 G2 21

（前年度）

10 01 03 G3 20

（前年度）

10 01 03 G4 20

（前年度） そ の 他 24,765

教育委員会事務局学校教育課 46,417

国庫支出金 0 48,003

教育委員会事務局学校教育課 10,553

ＩＣＴ教育推進事業 72,768 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 8,161

教育委員会事務局学校教育課 51,975

地 方 債 0

そ の 他 10,424

国庫支出金 0 0

学習塾等と連携した学力強化推進事業 10,424 県　支出金 0

国庫支出金 0 44,639

外国語教育推進事業（債務負担） 52,800 県　支出金 0

地 方 債 0
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事      業      内      容
決算書

ページ

　市内児童生徒の国際理解教育の推進を図るとともに、英語によるコミュニケーション能

力の素地を養うため、習熟度に応じた継続的な英語教育を行った。

事業内容

　外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置　１０人

　　兼務：原一小、原二小、原三小、高平小、大甕小、太田小、石一小、石二小

　　専任：小高小、原一中、原二中、原三中、石神中、鹿島中

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

 生徒の学習意欲の向上と学力の向上を図るため、学習塾と連携した学習講座を実施した。

　事業内容

　　実施教科　国語・数学・英語

　　実施期間　中学３年生夏季学習講座　　令和６年７月から９月まで

　　　　　　　中学２年生冬季学習講座　　令和６年１２月から令和７年３月まで

　　　　　　　中学生全員　市中間テスト　後期

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　児童生徒の学習意欲を高め、学力の向上を図るため、分かりやすい授業が展開可能であ

るＩＣＴ教育環境を整備した。

事業内容

　ＩＣＴ利活用支援業務委託（支援員派遣）支援員９人常駐（各校週２～３回派遣）

　タブレット用アプリケーションソフトライセンス購入

　　（授業支援アプリ、Ｗｅｂフィルタリングアプリ）

　ＩＣＴ機器維持管理

　授業目的公衆送信補償金負担

　デジタルシティズンシップ学習アプリの導入

　通信環境整備支援金給付（新規整備１０千円／世帯、ルーター購入５千円／世帯）

 ＜計画未達の理由＞

　南相馬市の授業スタイルに基づく授業改善や研修による教員の指導力向上を図りながら、

子どもが主役の授業を展開し、学んだことをつかう深い学びに取り組んだ結果、学習意欲

が高い児童生徒の割合は、全国平均を上回ったものの計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

学習意欲が高い児童生徒の割合
小５　５１．０％
中２　５５．０％

小５　３５．０％
中２　５２．０％

①中学３年生夏季学習講座(オンデマンド)
②中学２年生冬季学習講座(オンデマンド)
③中学生中間テスト

①１回
②１回
③１回

①１回
②１回
③１回

２８．０％以上 ４１．９％
中学３年生段階におけるＣＥＦＲ Ａ１レベル（英検
３級程度)以上の取得率

319

319

319
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 01 03 G7 20

（前年度）

10 01 03 H1 20

（前年度）

10 01 03 H2 20

（前年度）

教育委員会事務局学校教育課 3,260

地 方 債 0

そ の 他 0

国庫支出金 0 3,292

そ の 他 4,645

教育委員会事務局学校教育課

2,854

国庫支出金 0 0

プログラミング教育推進事業 7,476 県　支出金 2,831

いじめ問題対策事業 3,292 県　支出金 0

6,994

地 方 債 0

国庫支出金 0 3,601

学校司書活用事業 3,601 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課
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事      業      内      容
決算書

ページ

　小中学校の司書教諭等と連携した自由な読書活動の推進と主体的な学習活動を支援する

ため、学校図書館における学校司書活用環境を整備した。

事業内容

　学校図書支援システム使用料（市内小中学校１７校）

　図書館支援システム及びタブレット版図書検索システム（ぽけっと図書館）

　学校司書研修会

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　児童生徒の学習意欲の向上と論理的思考力の育成を図るため、ロボットを活用したプロ

グラミング授業及び高等教育機関と連携したプログラミング教育出前講座を実施した。

　また、児童生徒の発達段階に応じた体系的なプログラミング教育を推進するため、プロ

ログラミング教育検討会において、情報活用能力体系表の検討を行った。

事業内容

　あるくメカトロウィーゴを活用したプログラミング教育の実施（市内小学校）

　福島工業高等専門学校との連携授業の実施（市内中学校）　実施校：６校

　プログラミング教育検討会の開催　６回

 ＜計画未達の理由＞

　南相馬市の授業スタイルに基づく授業改善や研修による教員の指導力向上を図りながら、

子どもが主役の授業を展開し、学んだことをつかう深い学びに取り組んだ結果、学習意欲

が高い児童生徒の割合は、全国平均を上回ったものの計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　次世代を担う子どもたちが健やかに成長することができる環境を構築するため、保護者

や関係機関等と連携し、いじめの未然防止と早期解決に向けた取組みを行った。

事業内容

　市いじめ問題対策連絡協議会の開催　２回

　学校いじめ問題対策連絡協議会の開催　３回程度

　ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査の実施（年２回）対象学年：全学年

 ＜計画未達の理由＞

　②従来の３学期制から２期制の変更により、各学校において、行事や学校運営の実情に

　沿った回数の見直し実施を行った結果、２期制に合わせた実施の学校が３校となったた

　め、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

①市いじめ問題対策連絡協議会の開催
②学校いじめ問題対策連絡協議会の開催
③ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査の実施

①２回
②３回
③２回

　①２回
　②平均２．８回
　③２回

学習意欲が高い児童生徒の割合
小５　５１．０％
中２　５５．０％

小５　３５．０％
中２　５２．０％

学校図書支援システムの使用数 　１７校 １７校

319

319

319

- 377 -



令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 01 05 35 20

（前年度）

国庫支出金 0 77,240

みらい育成修学資金事業 88,330 県　支出金

教育委員会事務局教育総務課 96,803

0

地 方 債 0

そ の 他 11,090
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事      業      内      容
決算書

ページ

　修学の機会確保と学ぶ意欲の向上のため、経済的理由により修学が困難な学生に対し、

修学資金の給付を行うとともに、不足する看護師等の人材確保等、みらいを担う者の育成

を図るため、将来市内において看護師等の業務に従事しようとするものに対し、修学に必

要な資金の貸付を行った。

事業内容

　修学資金給付

　　給付額　　月額４０千円

　　給付人数　　８人（うち新規　３人）

　保育士等修学資金貸付

　　貸付額　　授業料相当　月額５０千円以内

　　　　　　　入学資金・就職準備資金　各４００千円以内

　　貸付人数　１１人（うち新規　５人）

　看護師等修学資金貸付

　　貸付額　　授業料相当　准看護師　月額３４千円以内、看護師他　月額４５千円以内

　　　　　　　生活費相当　月額５５千円以内、入学資金　４００千円以内

　　貸付人数　７１人（うち新規２７人）

　介護福祉士等修学資金貸付

　　貸付額　　授業料相当　月額５０千円以内

　　　　　　　生活費相当　月額５５千円以内、入学資金　４００千円以内

　　貸付人数　　７人（うち新規　６人）

＜計画未達の理由＞

　②③④保育士等、看護師等、介護福祉士等修学資金貸付について、令和６年度新規貸付

　及び令和７年度入学者の入学資金貸付前払い件数が想定を下回ったため、計画に到達し

　なかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

①修学資金給付
②保育士等修学資金貸付
③看護師等修学資金貸付
④介護福祉士等修学資金貸付

①　　８人
②　１６人
③１０６人
④　１１人

①　８人
②１１人
③７１人
④　７人

321
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 02 01 22 20

（前年度）

10 02 01 F1 20

（前年度）

10 02 02 50 20

（前年度）

国庫支出金 0 0

小学校照明器具リース事業 2,934 県　支出金 0

教育委員会事務局学校教育課 5,456

地 方 債 0

そ の 他

国庫支出金 0 2,397

0

国庫支出金 0 0

小学校施設営繕事業 15,401 県　支出金 0

0

そ の 他 2,934

教育委員会事務局教育総務課 －

小学校音楽・スポーツ大会等補助金 2,397 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 15,401

教育委員会事務局教育総務課 39,176

地 方 債
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事      業      内      容
決算書

ページ

　小学校の教育環境の改善と安全性を確保するため、教育施設の維持修繕を行った。

事業内容

　鹿島小地上式浄化槽撤去及び下水道接続工事　浄化槽撤去２か所

　鹿島小電話設備等更新業務委託　更新１式

　太田小電話設備等更新業務委託　更新１式

　石二小通級教室床改修業務委託　改修面積７９．５㎡

　原一小昇降機改修業務委託　昇降機改修２機

　原三小プールろ過機自動化改修業務委託　改修１式

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　将来的に蛍光灯の製造・輸出入が禁止されるとともに、ＣＯ２排出量及び電気料金の削

減を図るため、リースにより小学校の照明のＬＥＤ化を行った。

事業内容

　小学校（全１１校）の校舎及び体育館照明のＬＥＤ化

　令和７年度以降、全体で１０年間のリース

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　情操教育及び体育教育の充実を図るため、音楽コンクールやスポーツ大会等における県

大会以上への参加に対し、補助金を交付した。

事業内容

　事業主体　小学校長会

　対象経費　音楽コンクール・スポーツ大会における県大会以上に参加する児童に対する

　　　　　　交通費等

　補助率　　定額

　補助額　　２，３９７千円

＜計画未達の理由＞

　音楽大会について、補助金交付対象となる県大会以上の参加が、当初の想定より少なく、

予定件数を下回ったため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

小中学校の施設・設備の整備について「満足」「や
や満足」と回答する保護者の割合

音楽大会６件
スポーツ大会１８件

６１．０％ ７１．４％

小中学校の施設・設備の整備について「満足」「や
や満足」と回答する保護者の割合

６１．０％

県大会以上に参加する児童に対する交通費等の補助
件数

音楽大会９件
スポーツ大会１７件

７１．４％

321

321

321

- 381 -



令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 02 02 51 20

（前年度）

10 02 02 F9 20

（前年度）

国庫支出金 0 2,207

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課 1,941

2,207 県　支出金 0

地 方 債 0

小学校部活動支援事業

国庫支出金 0 1,562

教育委員会事務局学校教育課 1,204

地 方 債 0

そ の 他

0

0

遠距離通学費補助金 1,562 県　支出金

- 382 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　保護者の負担軽減を図るため、遠距離通学児童の保護者に対し、補助金を交付した。

事業内容

　対象者　小学１年生から６年生までの通学距離が片道４ｋｍ以上の児童等

　　　　　特別支援学級に在籍する児童

　　　　　肢体不自由等の理由により徒歩、自転車による通学が困難と認められる児童

　補助額　一般乗合旅客自動車を利用している場合

　　　　　　定期乗車券又は通学のための利用券購入額

　　　　　その他の場合

　　　　　　月額８００円（年額８，０００円まで）

＜計画未達の理由＞

　補助金交付人数について、特別支援学級に在席する児童のうち徒歩通学児童等が申請し

なかったことにより、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　児童の芸術的感性の育成と演奏技術の向上を図るため、小学校の音楽部活動を側面から

支援する事業を実施した。

事業内容

　外部講師の招へい、技術指導会の開催に係る報償費

　　開催回数　８９回

＜計画未達の理由＞

　学校からの外部講師の招へい希望回数が当初の想定より少なく、予定件数を下回ったた

め、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

８９回

補助金交付人数 １８５人 １３８人

外部講師による指導回数 ９０回程度

321

323

- 383 -



令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 02 02 R5 20

（前年度）

10 03 01 22 20

（前年度）

10 03 01 F1 20

（前年度）

国庫支出金 0 0

中学校施設営繕事業 22,726 県　支出金 0

そ の 他 22,726

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課 9,208

国庫支出金 2,555 14,310

中学校照明器具リース事業 1,914 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 1,914

教育委員会事務局教育総務課 －

教育委員会事務局教育総務課 25,098

国庫支出金 0 0

地 方 債 0

スクールバス運行事業 16,865 県　支出金 0

- 384 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　遠距離からの通学となる児童の通学手段を確保するため、スクールバスを運行した。

事業内容

　八沢小学校と鹿島小学校の統合に伴うスクールバス運行

　　旧八沢小学校通学区域から鹿島小学校への送迎

　　運行台数　２台（①北屋形～鹿島小学校　②永渡～鹿島小学校）

　　対象者　　旧八沢小学校通学区域から鹿島小学校へ通学する児童

＜計画未達の理由＞

　②運行日数については、３学期制から２学期制に変更になったことにより、期分け休業

　日が新たに追加されたため、計画に到達しなかった。

　③利用人数については、バスを利用しない児童が見込みより多かったため、計画に到達

　しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　中学校の教育環境の改善と安全性を確保するため、教育施設の維持修繕を行った。

事業内容

　原三中変圧器更新工事　更新２台

　小高中グラウンドフェンス等改修工事

　　防球ネット新設Ｈ５ｍ×Ｗ２１ｍ、テニスコートフェンス金網張替及び一部更新、

　　側溝縞鋼板蓋設置、駐輪場新設、バックネット撤去、スコアボード撤去

　原三中竪樋改修工事　延べ１１６．３ｍ

　原二中校舎屋上防水改修工事　平場８９．０㎡、立上り１８．０㎡

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　将来的に蛍光灯の製造・輸出入が禁止されるとともに、ＣＯ２排出量及び電気料金の削

減を図るため、リースにより中学校の照明のＬＥＤ化を行った。

事業内容

　中学校（全６校）の校舎及び体育館照明のＬＥＤ化

　令和７年度以降、全体で１０年間のリース

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

小中学校の施設・設備の整備について「満足」「や
や満足」と回答する保護者の割合

６１．０％ ７１．４％

　①２台
　②２０３日
　③４０人

①運行台数
②運行日数
③利用人数

　①２台
　②２０５日
　③４４人

小中学校の施設・設備の整備について「満足」「や
や満足」と回答する保護者の割合

６１．０％ ７１．４％

323

323

323

- 385 -



令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 03 02 50 20

（前年度）

10 03 02 51 20

（前年度）

教育委員会事務局学校教育課 －

国庫支出金 0 10,588

地 方 債 0

そ の 他

国庫支出金 0 304

0

遠距離通学費補助金 304 県　支出金 0

中学校音楽・スポーツ大会等補助金 10,588 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課 10,669

- 386 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　情操教育及び体育教育の充実を図るため、音楽コンクールやスポーツ大会等における県

大会以上への参加に対し、補助金を交付した。

事業内容

　事業主体　中学校長会

　対象経費　音楽コンクール・スポーツ大会における県大会以上に参加する生徒に対する

　　　　　　交通費等

　補助率　　定額

　補助額　　１０，５８８千円

＜計画未達の理由＞

　補助金交付対象となる県大会以上の参加が、当初の想定より少なく予定件数を下回った

ため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　保護者の負担軽減を図るため、遠距離通学生徒の保護者に対し、補助金を交付した。

事業内容

　対象者　　中学１年生から３年生までの通学距離が片道６ｋｍ以上の生徒

　　　　　　特別支援学級に在籍する生徒

　　　　　　肢体不自由等の理由により徒歩、自転車による通学が困難と認められる生徒

　補助額　一般乗合旅客自動車を利用している場合

　　　　　　定期乗車券又は通学のための利用券購入額

　　　　　その他の場合

　　　　　　月額８００円（年額８，０００円まで）

＜計画未達の理由＞

　補助金交付人数について、特別支援学級に在席する生徒のうち徒歩通学生徒等が申請し

なかったことにより、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

補助金交付人数 ５０人 １３人

県大会以上に参加する生徒に対する交通費等の補助
件数

　音楽大会　７件
　スポーツ大会
　　　　１２５件

音楽大会６件
スポーツ大会８５件
弁論大会４件

325

325

- 387 -



令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 03 02 54 20

（前年度）

10 03 02 F9 20

（前年度）

10 03 02 G1 20

（前年度）

教育委員会事務局学校教育課 3,167

国庫支出金

地 方 債

そ の 他

中学校部活動支援事業 3,877 県　支出金

教育委員会事務局学校教育課 4,387

0 3,877

0

0

0

中学生海外研修事業 832 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 832

教育委員会事務局学校教育課 12,436

国庫支出金 0 4,129

中学校部活動外部講師活用事業補助金 4,129 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

国庫支出金 0 0

- 388 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　生徒の演奏技術及び競技力等の向上を図るため、外部講師招へいにかかる費用について

中学校長会に対し、補助金を交付した。

事業内容

　事業主体　中学校長会

　対象経費　中学校部活動外部講師活用に要する事業費

　補助率　　１０／１０

＜計画未達の理由＞

 　原町第三中学校においては、部活動数が少なく外部講師を活用せず教員で対応できたた

め、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　生徒の技能の向上を図るため、中学校部活動を側面から支援する事業を実施した。

　事業内容

　　部活動地区大会送迎用バスの借上　　　　　　　６校

　　中学校間合同チーム練習時等の送迎用バス借上　２校

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　広い視野をもった生徒の育成や学びの意欲のきっかけづくりを図るとともに、学習意欲

の向上や思考力・判断力・表現力の向上につなげ、未来を担う人材を育成するため、外国

文化や英語が学べる研修を実施した。

事業内容

　随行職員にかかる外国旅費の支出（オーストラリア研修４人、シンガポール研修４人）

　保険料（旅行キャンセル費用および海外航空機欠航にかかる補償）の負担

 ＜計画未達の理由＞

　南相馬市の授業スタイルに基づく授業改善や研修による教員の指導力向上を図りながら、

子どもが主役の授業を展開し、学んだことをつかう深い学びに取り組んだ結果、学習意欲

が高い児童生徒の割合は、全国平均を上回ったものの計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

補助金交付学校数 ６校 ５校

①部活動地区大会送迎用バス利用学校数
②中学校間合同チーム練習時の送迎用バス利用学校
数

①６校
②２校

①６校
②２校

学習意欲が高い児童生徒の割合
小５　５１．０％
中２　５５．０％

小５　３５．０％
中２　５２．０％

325

325

325
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 03 02 G1 21

（前年度）

10 04 01 54 20

（前年度）

0

10,303

私立幼稚園給食費保護者助成金

国庫支出金 0

10,303 県　支出金

地 方 債 0

そ の 他 0

こども未来部こども育成課 8,504

そ の 他 18,497

教育委員会事務局学校教育課 10,954

地 方 債 0

国庫支出金 0 0

中学生海外研修事業（債務負担） 18,497 県　支出金 0

- 390 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　広い視野をもった生徒の育成や学びの意欲のきっかけづくりを図るとともに、学習意欲

の向上や思考力・判断力・表現力の向上につなげ、未来を担う人材を育成するため、外国

文化や英語が学べる研修を実施した。

事業内容

　中学生海外研修事業業務委託

　（オーストラリア）

　　日程：令和６年８月１日～７日（４泊７日）

　　参加人数：２１人

　（シンガポール）

　　日程：令和７年３月２２日～２６日（３泊５日）

　　参加人数：２３人

 ＜計画未達の理由＞

　南相馬市の授業スタイルに基づく授業改善や研修による教員の指導力向上を図りながら、

子どもが主役の授業を展開し、学んだことをつかう深い学びに取り組んだ結果、学習意欲

が高い児童生徒の割合は、全国平均を上回ったものの計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　教育環境の充実を図るため、私立幼稚園在園児の保護者が負担する給食費に対し、助成

金を交付した。

事業内容

　対象者　　　市内に住所を有し、市内の私立幼稚園在園児の保護者

　対象施設　　青葉幼稚園、原町みなみ幼稚園、さゆり幼稚園

　交付額及び対象人数

青葉幼稚園　　　　　５，６６０千円（１０６人）

原町みなみ幼稚園　　１，５３８千円（　６５人）

さゆり幼稚園　　　　３，１０５千円（　５２人）

＜計画未達の理由＞

　対象者が見込みを下回ったため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

学習意欲が高い児童生徒の割合
小５　５１．０％
中２　５５．０％

小５　３５．０％
中２　５２．０％

交付人数 ２５０人 ２２３人

325

325
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 04 01 60 20

（前年度）

10 04 01 F4 20

（前年度）

地 方 債 0

11,645

園） 地 方 債

そ の 他

0

そ の 他 0

こども未来部こども育成課 －

国庫支出金 0 40

給食食物アレルギー対応保護者助成金（幼稚 40 県　支出金 0

0

こども未来部こども育成課

8,054

国庫支出金 2,685 2,895

一時預かり事業（幼稚園型） 県　支出金 2,474

- 392 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　子育て環境の充実を図るため、市内幼稚園に在園し、食物アレルギーにより給食の提供

を受けることができず、弁当や代替のおかず等を持参するなど、各家庭により食物アレル

ギーに対応している園児の保護者に対し、補助金を交付した。

事業内容

　対象者　　食物アレルギーにより給食の全部又は一部を喫食できない園児の保護者

　対象経費　学校給食費相当額（３３０円／１食）

　補助率　　①１０／１０（給食の全部を喫食できない園児）

　　　　　　②１／２（給食の一部を喫食できない園児）

　対象人数　①実績１人（当初見込１人）

　　　　 　 ②実績４人（当初見込２人）

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　子ども・子育て支援新制度において実施する一時預かり事業（幼稚園型）を同制度に移

行した私立幼稚園等に委託し、在園児等の預かり保育を実施した。

事業内容

　委託先

青葉幼稚園、原町みなみ幼稚園、さゆり幼稚園、原町聖愛こども園

　委託料及び延べ利用者数

原町みなみ幼稚園　　４，９５２千円（８，６８５人）

さゆり幼稚園　　　　３，１０２千円（６，９２３人）

＜計画未達の理由＞

　本事業は４施設で実施したが、青葉幼稚園及び原町聖愛こども園は委託料支払いの条件

を満たしていないため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

交付人数 ３人 ５人

交付施設数 ４施設 ２施設

327
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 04 01 F5 20

（前年度）

10 05 01 54 20

（前年度）

国庫支出金 0 800

そ の 他 0

こども未来部こども育成課 279

国庫支出金 0 77

元気あふれる幼児育成推進事業 226 県　支出金 149

地 方 債 0

生涯学習講演会開催事業補助金 800 県　支出金 0

地 方 債 0

0

教育委員会事務局生涯学習課 800

そ の 他
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事      業      内      容
決算書

ページ

　こどもの可能性や特性を引き出すような情操教育と体力増進を中心とした幼児教育を充

実させるため、幼児育成プログラムや指導者向けの研修等を実施し、また、外部の研修等

に参加した。

事業内容

　各種研修会等への参加

架け橋期の学びをつなぐ推進モデル地区実践研究公開保育

ふくしま幼児教育アドバイザー養成研修、幼稚園等新規採用職員研修、

福島県特別支援教育センター専門研修講座、

福島県教委と福島学院大学との連携事業　ほか

＜計画未達の理由＞

  ②③園行事と重なった研修については、参加できなかった園があり、計画に達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　地域の中で、人としての優しさや豊かさ、幸せに生きることの大切さを考える機会を提

供するため、市民が広く参加できる講演会を開催する実行委員会に対し、補助金を交付し

た。

事業内容

　事業主体　南相馬市生涯学習講演会実行委員会

　補助率　　定額

　補助額　　８００千円

　講演内容

　　開催日　令和７年２月１６日（日）

　　会　場　鹿島生涯学習センター（さくらホール）

　　講　師　神谷　明　氏（声優界のレジェンド）

　　演　題　夢を叶えるために

　　聴講者　３８０人

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

補助金交付件数 １件 １件

①幼保小連携・接続研修会参加者
②園外活動交通安全研修会参加者
③危機管理研修参加者
④中堅職員のスキルアップ研修参加者
⑤初任者研修参加者

①９０人
②２０人
③２０人
④２４人
⑤２０人

①９９人
②１５人
③１９人
④４８人
⑤７３人

327

329
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 05 01 F3 20

（前年度）

県　支出金 0

地 方 債 0

国庫支出金 0 2,491

報徳精神がいきづくまちづくり事業 2,496

そ の 他 5

教育委員会事務局生涯学習課 2,705
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事      業      内      容
決算書

ページ

　報徳仕法のいきづく本市において、その教えを時代を超えて継承し、現代的視点で見つ

め直して心豊かなまちづくり・ひとづくりを進めるため、報徳仕法に関する学習機会を提

供した。また、「報徳の里づくり」に向け、検討委員会を開催し、視察研修を実施した。

事業内容

　１　「報徳仕法」がいきづくまちづくり活動の推進・普及活動

　　①報徳のまちづくり講演会の開催　講師：桑原功一氏

　　　開催日：令和７年１月２７日（月）

　　　会　場：原町生涯学習センター集会室

　　　内　容：渋沢栄一の「二宮尊徳」へのまなざし

　　　参加者：１３７人

　　②報徳仕法ゆかりの市内めぐりリーフレット、副読本概要版配付

　　　リーフレット４，０００部　副読本概要版５，０００部　副読本５００部

　２　第２９回全国報徳サミット桜川市大会への参加

　　　期　日：令和６年１１月１５日（金）～１６日（土）　会場　大和ふれあいセンター

　　　参加者：市長、議長、市民１１人、市職員３人　

　３　学校教育との連携による郷土学習「ふるさと教育」の推進

　　　副読本「報徳仕法ー南相馬市版」を市内小学校新４年生児童及び転入職員に配布

　　　配布数　５０５部

　　　「ふるさと教育」（報徳仕法学習）の実施

　　　市内小・中学校全校で副読本を使用し実施　学習時間４９７時間

　　　報徳読本「二宮金次郎物語」小学校へ配布　２００部

　４　各生涯学習センターにおける報徳仕法に関する学級・講座等の開催

　　　報徳講座　鹿島・石神・高平・ひがし　　　　　　　　　受講者１２１人

　　　高齢者・女性学級等　小高・原町・太田・大甕・ひばり　受講者　７４人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９センター計１９５人　　　　　　　　　　　　　

　５　報徳精神がいきづくまちづくり検討委員会の開催

　　　１回目　令和６年７月２４日（水）

　　　２回目　令和７年３月２１日（金）

　６　報徳精神がいきづくまちづくり検討委員会視察研修

　　　期　日：令和６年１０月２５日（金）

　　　視察先：栃木県日光市　（参加者：委員５人、事務局２人）

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

329

講演会・学校教育における「ふるさと教育」等の実
施時間

３００時間 ４９７時間
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

10 05 01 F4 20

（前年度）

教育委員会事務局生涯学習課 1,828

地 方 債 0

そ の 他 41

地域学校協働活動事業 2,709 県　支出金 2,448

国庫支出金 0 220

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源
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　地域における教育力の低下や家庭の孤立、学校を取り巻く問題の複雑化等の課題を解決

するため、地域と学校がパートナーとして「連携・協働」し、地域ぐるみで子どもを育み、

地域社会の活性化を図るため、勉強や文化活動、地域住民との交流活動等のプログラムを

実施した。

事業内容

　１　南相馬市地域学校協働活動本部運営委員会の開催　３回

　　内容：市全体の事業計画及び目標設定の確認、評価・検証

　２　地域学校協働本部事業

　　①小高（小高小）地域学校協働本部事業（小高小児童対象・登録児童数５９人）

　　　開催時期　５月～２月（全１４回）／参加者数　延べ６５０人

　　　内容：放課後子ども教室において、文化・スポーツ等の活動

　　②鹿島（上真野小）地域学校協働本部事業（上真野児童対象）

　　　開催時期　４月～２月／参加者数　６２人（全校児童）

　　　内容：田植え、稲の生育観察、稲刈り等の体験

　　③原町中央（原一小）地域学校協働本部事業（原町一小児童対象）

　　　開催時期　５月～２月／参加者数　９６人（１・６年生対象）

　　　内容：学校支援活動における昔遊び（１年生）、職業を学ぶ（６年生）

　　④原町中央（原二小）地域学校協働本部事業（原町二小児童対象）

　　　開催時期　６月～２月／参加者数　８９人（１・５・６年生対象）

　　　内容：学校支援活動における昔遊び（１年生）、裁縫とミシン（５・６年生）

　　⑤原町西（原三小）地域学校協働本部事業（原町三小児童対象）

　　　開催時期　６月～２月／参加者数　３４０人（１・２・３・４・６年生対象）

　　　内容：学校支援活動における民謡教室（１・４年生）、

　　　　　　郷土料理教室（２・３年生）、ほら貝教室・野馬追の歴史講話（６年生）

　　⑥原町南（太田小）地域学校協働本部事業（太田小児童対象）

　　　開催時期　５月～２月／参加者数　４０人（全校児童対象）　

　　　内容：苗植え、田植え、稲の生育観察、稲刈り等の体験

　　⑦原町南（大甕小）地域学校協働本部事業（大甕小児童対象）

　　　開催時期　５月～１月／参加者数　１０２人（全校児童対象）

　　　内容：サツマイモの苗植え、収穫等の体験

　　⑧原町東（高平小）地域学校協働本部事業（高平小児童対象）

　　　開催時期　４月～２月／参加者数　延べ４５１人

　　　内容：学習支援、体験学習等の活動

　　⑨原町西（石一小）地域学校協働本部事業（石一小児童対象・登録児童数３６人）

　　　開催時期　６月～２月／参加者数　延べ１６２人

　　　内容：放課後子ども教室において、文化・スポーツ等の活動

＜計画未達の理由＞

　②３本部では、３回の協働本部会議の開催を見込んでいたが、２回となったため、計画

　に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

６８回
２６回

６８回
２１回

①教室・事業等の実施
②協働本部会議等の開催

329

事      業      内      容
決算書

ページ
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 05 01 F7 20

（前年度）

10 05 01 L1 20

（前年度）

国庫支出金 0 1,758

二十歳を祝う会開催事業 1,758 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局生涯学習課 1,634

教育委員会事務局生涯学習課 301

国庫支出金 0 207

高等学校開放講座事業 207 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0
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事      業      内      容
決算書

ページ

　趣味や知識を深め技術の習得を図るため、市内高等学校の専門的な教育機能を市民に開

放し、各種講座を実施した。

事業内容

市内の県立高等学校との連携による各種講座の実施

　相馬農業高等学校（参加者５２人）

　　第１回目　令和６年７月２０日（土）　藍染め講座　　　　　参加者１０人

　　第２回目　令和６年９月２８日（土）　パン作り講座　　　　参加者２０人

　　　開催時期　　６月～１２月／年３回（生産環境科、食品化学科、環境緑地科）第３回目　令和６年１２月２１日（土）ミニ門松づくり講座　参加者２２人

　小高産業技術高等学校（参加者４人）

　　第１回目　令和６年１０月１９日（土）

　　ワイヤークラフトのルームプレート作り講座　　参加者数４人

＜計画未達の理由＞

　年６回の講座で、各講座の参加者数を１０名と見込んでいたが、小高産業技術高等学校

との協議により、３回予定していた講座が１回の実施となったため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　二十歳に達した青年の自覚を促し、祝い励ますために、二十歳を祝う会を開催した。

事業内容

　期　日　令和７年１月１２日（日）

　会　場　南相馬市民文化会館（ゆめはっと）

　対象者　４６０人（平成１６年４月２日から平成１７年４月１日までに生まれた方）

　申込者　３３９人

　参加者　３１９人　家族１７５人（合計４９４人）　

　参加率　６９．３％

＜計画未達の理由＞

　事業実施時における対象者４６０人に対し案内状を送付したが、申込者数が３３９人、

当日の参加者数が３１９人となったため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

二十歳を祝う会参加者 ４５０人 ３１９人

講座参加者数 ６０人 ５６人

329

329

- 401 -



令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 05 01 R2 20

（前年度）

10 05 01 R3 20

（前年度）

0

国庫支出金 0 325

中学生職場体験等支援事業 325 県　支出金 0

地 方 債

そ の 他 0

教育委員会事務局生涯学習課 400

教育委員会事務局生涯学習課 250

国庫支出金 0 0

家庭教育支援総合推進事業 199 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 199
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事      業      内      容
決算書

ページ

　子どもの基本的な生活習慣や生活能力等を身につける家庭教育について学ぶ機会の提供

や地域環境づくりを推進するため、学校・社会・家庭との連携協力を図り、家庭教育に関

する学習機会の提供や支援を行った。

事業内容

　団体及び学校等が実施する講師謝礼金の支援　７件

　　子育て学習講座　　　１件（市内団体）４５人

　　家庭教育講座　　　　２件（幼稚園）１０９人

　　就学児童子育て講座　３件（小学校）１６３人

　　大学公開講座　　　　１件（市ＰＴＡ連絡協議会共催）９１人

＜計画未達の理由＞

　事業の周知等に努めてきたが、団体等では、人手不足による業務繁忙等を理由に、講座

開催の環境が整わず、子育て学習講座の申請や幼稚園等における家庭講座の申請が見込み

よりも少なかったため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　生徒自らが体験することで働くことの意義や目的を理解し社会人としての自立促進を図

るため、市内中学校が授業の一環として実施する職場体験・福祉体験活動等を支援した。

事業内容

　中学生職場体験活動・福祉体験活動の支援

　　中学生職場体験等支援事業担当者説明会の開催

　　　開催日　令和６年５月２０日（月）

　　　対象者　市内中学校職場体験・福祉体験担当教諭

　　職場体験等活動実施期間　令和６年７月１７日（水）～９月２６日（木）

　　職場体験等活動情報誌「体験！Ｗｏｒｋｉｎｇ！」の発行

　　　発行日　　令和６年１２月

　　　発行部数　４，５００部（Ｒ６当初　４，５００部）

　　　配布先　　市内中学校（全校生徒・教職員）、受入事業所、公共施設等

　中学生職場体験活動・福祉体験活動の支援ボランティア活動（モデル事業）

　　実施校　原町第二中学校

　　実施期間　令和６年７月２１日（日）～１１月２日（土）

　　内　容　市や市内小学校が主催するイベントにおけるボランティア活動

　　実施イベント件数　９件

　　参加人数　５０人

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

329

329

２３０事業所 ２３２事業所受入可能事業所数

７回子育て・家庭教育講座等実施回数 １８回
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 05 02 F1 20

（前年度）

10 05 02 F5 20

（前年度）

　

地 方 債 0

そ の 他 1,262

教育委員会事務局生涯学習課

県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局生涯学習課 2,564

2,072

国庫支出金 0 1,500

こども探検隊事業 2,762

国庫支出金 0 2,396

生涯学習講座事業 2,396 県　支出金 0
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事      業      内      容
決算書

ページ

　自ら学ぶ楽しさを実感してもらうため、生涯学習事業及び社会教育事業を推進するとと

もに、「いつでも、誰でも、気軽に」生涯学習が実施できるよう、みなみそうまチャンネ

ルやＹｏｕＴｕｂｅでの動画配信を行った。

事業内容

　各生涯学習センターにおける学級・講座等の開催

　　成人大学（原町）市内共通事業　１０回　参加者１，０４４人

　　ほか３９事業　２０６回　参加者２，７４４人

　　生涯学習チャンネル動画配信　１１回

＜計画未達の理由＞

　効率的・効果的で特色ある学級・講座づくりを行う中で、予定した実施回数の見直しを

図ったほか、講師の都合や募集人数に達せずに休止などのため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　親子のふれあい等を通して、子どもが社会性や知識を身に付けられるよう、子ども同士

が交流する機会を拡大するとともに、自然の大切さや地域の文化芸術を学ぶ機会を提供し

た。

事業内容

親子自然科学探検事業

【親と子の絆づくり体験事業】

　　対象：小高小中学校の児童生徒・保護者

　　甲冑試着・法螺貝吹き体験　　　　　　　　　　参加者数　　５人

　　アートによる新生ふくしま交流事業体験　　　　参加者数　　９人

　　再生可能エネルギー体験学習　　　　　　　　　参加者数　　４人

　　乗馬体験　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者数　２４人

　　ディンプルアート体験　　　　　　　　　　　　参加者数　３６人

【親子による自然科学体験事業】

　  対象：市内小学生とその家族

　  親子お箏教室　　　　　　　　　　　　　　 　 参加者数　１４人

　  ほたるの観察会　　　　　　　　　　　　　 　 参加者数　２５人

　  夏野菜収穫体験　　　　　　　　　　　　　    参加者数　２３人

　  遺跡発掘体験　　　　　　　　　　　　　　　  参加者数　２８人

　  そば打ち体験　　　　　　　　　　　　　　　  参加者数　３０人

　  スキー体験教室　　　　　　　　　　　　　    参加者数　３２人

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

①３回
②６回

①５回
②６回

２５０回 ２２７回学級・講座の実施回数

①親と子の絆づくり体験事業実施回数
②親子による自然科学体験事業実施回数

329

331
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 05 03 23 20

（前年度）

10 05 03 F1 20

（前年度）

719 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 719

教育委員会事務局中央図書館 711

図書館ブックスタート事業

地 方 債 0

国庫支出金 0 0

そ の 他 0

教育委員会事務局中央図書館 4,397

国庫支出金 0 4,692

移動図書館管理運営事業 4,692 県　支出金 0

- 406 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　市民の誰もが身近なところで等しく図書館を利用できる機会を提供するため、移動図書

館車及び配本車を運行した。

事業内容

　運行場所　幼稚園・保育園・こども園１７か所、災害公営住宅１０か所、

　　　　　　集会所や公共施設（生涯学習センターほか）１４か所　合計４１か所

　運行日数　週４日

　貸出点数　３４，００６点

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　赤ちゃんと保護者が絵本を通して、心がふれあう時間を持つきっかけをつくるため、１

０か月児健診の機会に絵本の配布等を実施した。

事業内容

　絵本の読み聞かせ、絵本の配布（配布数　２８４件）

＜計画未達の理由＞

　当該成果指標は、乳幼児が自分の図書館利用者カードを使って借りた点数を基に集計し

ており、ブックスタート事業で絵本の配布、読み聞かせと併せて、乳幼児の利用者カード

登録も行っているが、親子で来館し図書等を借りる場合、子どもの利用者カードではなく

親の利用者カードで借りるケースが多かったため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

乳幼児１人あたりの年間貸出点数 ８．５１点 ６．７８点

移動図書館の来館者数 １３，１４０人 １５，０３０人

331

331
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 05 03 F3 20

（前年度）

10 05 03 R2 30

（前年度）

10 05 03 R2 50

（前年度）

国庫支出金

国庫支出金 0 1,079

そ の 他 0

図書整備事業（鹿島区） 1,079 県　支出金 0

地 方 債 0

教育委員会事務局中央図書館 1,073

教育委員会事務局中央図書館 1,079

そ の 他 968

教育委員会事務局中央図書館 －

国庫支出金 0 0

県　支出金 0

地 方 債 0

わたりむつこ・子ども読書応援事業 968

0 1,073

図書整備事業（小高区） 1,073 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

- 408 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　当市ゆかりの児童文学作家わたりむつこ氏からの寄付金を活用し、幼児から小学生を対

象に、児童の創造性を育み、自分を表現できる場を提供するとともに、絵本や読書に親し

み、図書館の利用促進を図るため、手づくり絵本コンテスト等を開催した。

事業内容

　絵本作りワークショップ

　　開催日　令和６年７月１４日

　　講師　絵本作家　はた こうしろう氏

　　参加人数　３６人

　手作り絵本コンテスト

　　募集期間　令和６年９月３０日～１０月１５日

　　応募点数　２２作品（１３人）

　　審査結果　大賞１点、わたりむつこ特別賞１点、入賞５点を選出し、表彰式を行った。

＜計画未達の理由＞

　絵本や読書への関心を高め、図書館の利用促進を図る事業の一つとして実施したもので、

絵本の貸出数が令和５年度より増加するなど、利用促進につながる効果はあったが、利用

者カードの登録率に関しては、ワークショップの参加者やコンテストの応募者は、図書館

への関心が高く既に利用者カードを持っている人が多かったため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　市民の多様な資料要求に応えるとともに、学習・文化・教養・調査研究等に寄与するた

め、図書資料を整備した。

事業内容

　図書館蔵書用図書等購入（購入点数　５９７点）

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　市民の多様な資料要求に応えるとともに、学習・文化・教養・調査研究等に寄与するた

め、図書館資料を整備した。

事業内容

　図書館蔵書用図書等購入（購入点数　６２７点）

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

図書館の入館者数（３区合計） ２０１，０００人 ２１１，５９３人

図書館の入館者数（３区合計） ２０１，０００人 ２１１，５９３人

小学生の図書館利用カード登録率 ６３．１％ ６２．３％

331

331

331
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 05 03 R2 70

（前年度）

10 05 04 51 20

（前年度）

10 05 04 58 20

（前年度）

0

そ の 他 0

教育委員会事務局生涯学習課 815

国庫支出金 0 1,670

芸術文化協会等事業補助金 1,670 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局生涯学習課 1,672

国庫支出金 0 816

地域文化振興助成事業補助金 816 県　支出金 0

地 方 債

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局中央図書館 22,182

国庫支出金 0 22,192

図書整備事業（原町区） 22,192 県　支出金 0

- 410 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　市民の多様な資料要求に応えるとともに、学習・文化・教養・調査研究等に寄与するた

め、図書館資料を整備した。

事業内容

　図書館蔵書用図書等購入（購入点数　１１，６１９点）

　購入ＣＤ・ＤＶＤマーク作成業務委託

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　市民の自主的な芸術文化活動の活性化を図るため、芸術文化の普及を行う団体に対し、

補助金を交付した。

事業内容

　事業主体　南相馬市芸術文化協会

　補助率　　定額

　補助額　　１，６７０千円

＜計画未達の理由＞

　会員の高齢化により活動を休止した団体があり、出演者数が減少したため計画に到達し

なかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　市民の芸術文化活動の振興及び育成を図るため、成果発表等を行う団体等に対し、補助

金を交付した。

事業内容

　対象者　　　市内の個人又は団体

　対象事業　　成果発表、大会出場・出品・派遣、地区文化祭、文化財保護等

　補助率　　　全額又は１／２以内（補助額の上限及び回数制限あり）

　実績件数　　１７件

＜計画未達の理由＞

　活動再開により令和５年度よりも交付団体の増を見込んでいたが、見込みよりも少なか

ったため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

イベント出演者数

補助金交付件数 　１９件 １７件

　１，５９０人 １，５４７人

図書館の入館者数（３区合計） ２０１，０００人 ２１１，５９３人

331

333

333
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 05 04 61 20

（前年度）

10 05 04 F3 20

（前年度） そ の 他 0

教育委員会事務局生涯学習課 26

国庫支出金 0 2,361

学校等市民文化会館利用支援補助金 2,361 県　支出金 0

地 方 債 0

国庫支出金 0 40

ふるさと民俗芸能伝承事業 40 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局生涯学習課 1,819

- 412 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　学校等の芸術文化及び教育活動の振興を図るため、行事等で市民文化会館を利用する学

校等に対し、補助金を交付した。

事業内容

　対象者　　市内の幼稚園、保育園、小中学校及び高等学校等

　対象経費　学校行事、部活動等で市民文化会館を利用した際の施設利用料金及び

　　　　　　附属設備利用料金

　補助率　　全額又は１／２以内（回数制限あり）

　実績件数　１０件

＜計画未達の理由＞

　部活動による利用が見込みより少なかったため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　伝統芸能の保存伝承と後継者育成を図るため、伝承活動を支援した。

事業内容

　市内小中学校等におけるふるさと民俗芸能指導に対する支援

　　個人・団体講師による講習会　１３回実施学校　原町第三小学校、石神第一小学校

延べ参加人数　４１１人

＜計画未達の理由＞

　見込んでいた講師派遣回数に対し、実際に派遣を申し込んだ学校が減少したため、計画

　　見込んでいた講師派遣回数に対し、実際に派遣を申し込んだ学校が減少したため、計画にに到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

個人・団体講師による講習会 １３回 ８回

補助金交付件数 　１２件 １０件

333

333

- 413 -



令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 05 04 F8 20

（前年度）

　

10 05 04 L3 20

（前年度）

教育委員会事務局生涯学習課 1,882

市総合美術展覧会事業 1,869 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

国庫支出金 0 1,869

国庫支出金 0 2,091

文化芸術ふれあい事業 2,091 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局生涯学習課 1,751

- 414 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　市民が芸術文化に触れる機会の充実と芸術文化による新たなまちづくりの契機とするた

め、本市を活動拠点とする民間団体等や市民アートサポーターと協力しながら創造的な芸

術文化活動を実施し、市内の芸術文化の振興を図った。

事業内容

　１　トークイベント「プレイバックＡＩＲみなみそうま群青小高」

　　　開催日　令和６年６月３０日（日）

　　　場所　小高交流センター、ＹｏｕＴｕｂｅにてライブ配信

　　　内容　令和５年度に実施した事業について、参加したアーティスト３人と市民アー

　　　　　　トサポーター４人で公開トークイベントを行った。また、その様子はＹｏｕ

　　　　　　Ｔｕｂｅにてライブ配信した。

　２　「アーティスト・イン・レジデンスみなみそうま２０２４」

　　　展示会　令和６年１０月１１日（金）～１４日（月・祝）

　　　内容　アーティスト４名を招へいし、小高区に滞在する中で、小高にちなんだアー

　　　　　　ト作品を制作・展示・発表を行い、作品の制作過程を市のインスタグラム等

　　　　　　で発信し、一般公開をした。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　美術・芸術への理解と関心を高めるとともに、創作活動を促し、美術・芸術の振興と情

操の育成を図るため、小学生から大人までの作品を集め、展覧会を開催した。

事業内容

　第１７回南相馬市総合美術展覧会

　　会　期　　令和６年１１月１６日（土）から１９日（火）まで

　　会　場　　小川町体育館

　　出品点数　一般の部　１２１点、小中学校の部　７６２点

　　表　彰　　市長賞・教育長賞５４人、市美展賞５人、優秀賞９人

　　　　　　　奨励賞１４人

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

市総合美術展覧会観覧者数 １，７５０人 ２，２９７人

２６９人アーティスト作品展示会入込数 ２００人

333

333
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 05 05 53 20

（前年度）

10 05 05 F4 20

（前年度）

国庫支出金 0 484

民俗芸能保存伝承事業補助金 484 県　支出金 0

地 方 債 0

0

教育委員会事務局文化財課 659

国庫支出金 0 4,311

文化財利活用推進事業 4,311 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局文化財課

そ の 他

5,053

- 416 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　伝統芸能活動の伝承のため、相馬流れ山踊り伝承事業に対し、補助金を交付した。

事業内容

　鹿島区の相馬流れ山踊り保存伝承事業に対する補助

　　実施主体　相馬流れ山踊り伝承保存会

　　参加対象　会員及び一般３３人、鹿島中学校生徒１４人

　　補助額　　３２４千円

    成果発表　相馬野馬追開催時

　小高区の相馬流れ山踊り保存伝承事業に対する補助

　　実施主体　小高郷相馬流れ山踊り保存会

　　参加対象　会員２３人

　　補助額　　１６０千円

    成果発表　野馬懸開催時

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　「南相馬市歴史文化基本構想」に基づき文化遺産を適切に保存活用するため、案内看板

の設置やパンフレット作成、文化遺産サポーターによる案内等を行った。

事業内容

　案内看板の設置・貼替（浦尻貝塚、北右田の屋敷林　等） １０か所

　浦尻貝塚オープン記念イベント ２回

  文化財パンフレット・ポスター等印刷

　　浦尻貝塚縄文の丘公園　

　　　開園ポスター　　　　　　　　４００部

　　　開園チラシ　　　　　　　４，０００部

　　　案内リーフレット　　　２０，０００部

　　　記念パンフレット　　　　３，０００部

　　　貝塚観察館パンフレット　５，０００部

　　文化遺産マップ　　　　　　５，０００部

  文化遺産案内等サポーター謝礼　活動日数８５日、延べ活動人数３１４人（登録５３人）

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

２件

文化遺産サポーター活動人数 ２００人 ３１４人

補助金交付件数 ２件

333

333
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 05 05 F5 20

（前年度）

10 05 05 G4 25

（前年度）

国庫支出金 7,372 22,317

浦尻貝塚史跡公園整備事業 31,289 県　支出金 0

地 方 債 1,600

そ の 他 0

国庫支出金 15,591 16,091

市内遺跡発掘調査事業 31,682 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局文化財課 31,690

教育委員会事務局文化財課 216,898

- 418 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　埋蔵文化財の適切な保護を図るため、市内各種開発に係る発掘調査、保存活用方針を定

めるための調査を実施するとともに、調査成果をまとめた調査報告書を刊行した。

事業内容

　保存目的（２遺跡）

　　浦尻貝塚　出土遺物整理調査

　　真野古墳群地区　出土遺物再整理調査

　緊急開発目的

　　三島町遺跡ほか１２遺跡　調査面積　２，４０７㎡

　　（庁舎建設、防災倉庫建設、太陽光発電施設建設、ほ場整備、個人住宅建設　等）

　　梨木下西館跡（５次）　出土遺物整理調査

　調査報告書印刷  ３００部

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　国指定史跡である浦尻貝塚の保存と活用を図るため、史跡整備事業を実施した。

事業内容

　浦尻貝塚整備検討委員会の開催（委員４人、年２回）

　ガイダンス施設等展示制作業務（史跡解説パネル、展示物作成等）

　①ガイダンス施設内の展示

　　（半立体絵画、解説パネル、地層ボーリング剥ぎ取り展示　等）

　②史跡公園内の展示（縄文スコープ、園内説明・案内板　等）

　③公園体験学習用品制作（地形モデル、土偶複製品、展示物収納箱　等）

　備品管理用シャッターハウス　７．２㎡

　ガイダンス施設用備品購入（棚・椅子等）

＜計画未達の理由＞

　来場者の状況より、市外からの来場者が全体の約半数を占めており、市内からの来場者

は少ない傾向であった。このことから、当園の認知が市民に十分浸透しておらず、それが

市内での来場者数の低迷につながっていると考えられるため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

貝塚観察館入場数 ６，０００人 ４，２２４人

調査報告書刊行 ３００部 ３００部

335

335
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 05 05 G8 25

（前年度）

10 05 05 H3 20

（前年度）

10 05 05 L1 20

（前年度）

82,700

国庫支出金 0 2,305

民俗芸能等保存伝承事業 2,305 県　支出金 0

地 方 債 0

教育委員会事務局文化財課 1,751

国庫支出金 1,530 1,557

大悲山石仏保存修理事業 3,087 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局文化財課 5,182

そ の 他 0

教育委員会事務局文化財課 108,092

そ の 他 0

国庫支出金 119,412 20,737

泉官衙遺跡史跡公園整備事業 222,849 県　支出金 0

地 方 債

- 420 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　国指定史跡である泉官衙遺跡の保存と活用を図るため、史跡整備事業を実施した。

事業内容

　泉官衙遺跡保存整備指導委員会の開催（委員８人、年１回）

　植栽移植と遺構表現にかかる発掘調査　４４２．１㎡

　郡庁院造成工事（その②）　６，０７４㎡

　郡庁院復元建物建設工事　７９．３８㎡

　ガイダンス施設基本・実施設計　１８０㎡

　史跡公園用地の取得　３，３３０．５３㎡

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　国史跡薬師堂石仏附阿弥陀堂石仏・観音堂石仏の保存と活用を図るため、保存環境の改

善を行った。

事業内容

　大悲山石仏保存整備指導委員会の開催（委員５人、２回）

　整備報告書刊行  ３００部

  薬師堂石仏等環境測定業務（３か所）

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　民俗芸能等の伝統行事を保存伝承するため、相馬野馬追に関わる相馬流山踊等の支援を

行った。

　また、郷土愛の醸成を図るため、民俗芸能発表会を開催した。

事業内容

　第１８回南相馬市民俗芸能発表会の開催（６団体）

　相馬野馬追保存会負担金

　「浜通りのお浜下り」調査・記録作成事業負担金

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

整備報告書刊行 ３００部 ３００部

発表会観覧者数 ２００人 ３１８人

郡庁院造成工事 完了 完了

335

335

335
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 05 06 R2 20

（前年度）

10 05 06 R3 20

（前年度）

博物館学芸調査事業 1,448 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 100

教育委員会事務局文化財課 1,530

博物館企画展示事業 3,018 県　支出金 0

国庫支出金 0 1,348

国庫支出金 0 3,018

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局文化財課 2,165

- 422 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　自然・考古・歴史・民俗・野馬追の各分野に関する調査研究の成果を公開するため、企

画展を開催した。

事業内容

企画展開催　３回（＋１回　前年度より継続開催の展示）

・「しらべてわかった！おだかの自然」（前年度より継続）

　　　　　　　　　　　　　令和６年３月　９日～　５月　６日　観覧者数１，１６３人

・「五月中の申　御野馬追」令和６年５月２１日～　８月１８日　観覧者数２，２２６人

・「縄文　みなみそうま」　令和６年９月２１日～１１月２４日　観覧者数１，８０３人

・「寄贈コレクションで見る日本近現代の彫刻」　

  　　　　　　　　　　　　令和７年１月１１日～　３月３０日　観覧者数１，９５９人

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　企画展や講座・体験学習を開催するため、自然・考古・歴史・民俗・野馬追の各分野に

関する調査研究及び資料整理等を実施した。

事業内容

　「研究紀要」の発行　２００部印刷。電子版を博物館公式ウェブサイトで公開。

　調査研究テーマ

　　１　野馬追と観光

　　２　磐城無線電信局原町送信所（原町無線塔）の調査

　　３　南相馬市の絶滅に瀕する野生生物生息地調査

　　４　南相馬市原町区に残存した湿性草地の植生

　　５　相馬地方の焼き物調査

　　６　歴史資料の整理と調査

　　７　終戦８０年に向けて戦争関係の調査

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

調査テーマの件数

企画展の開催回数

５件 ７件

４回 ４回

337

337
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 05 06 R4 20

（前年度）

10 06 01 50 20

（前年度）

国庫支出金 0 592

博物館体験学習・講座開催事業 592 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

教育委員会事務局文化財課 522

国庫支出金 0 1,300

県縦断駅伝競走大会補助金 1,300 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

健康福祉部スポーツ推進課 1,200

- 424 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　市民へ多様な学習機会の場を提供するため、自然・考古・歴史・民俗・野馬追の各分野

に関する体験学習、講座等を開催した。

事業内容

　体験学習の開催　２４回

　　観察会（小高の自然）、香りのせっけん作り、

　　化石採集と標本作り（各２回）、勾玉作り（２回）、方言カルタ作り

　　葉っぱや木の実で作ろう、化石レプリカ作り、正月飾り作り

　　ミューキッズフェア 等

　講座の開催　１９回

　　史料を読む（６回）、小高の自然発表会、野馬追講座、蓄音機コンサート、

　　ふくしまの森林文化 等

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　長距離選手の強化育成を図るため、第３６回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会の参加

に必要な経費に対し、補助金を交付した。

事業内容

　事業主体　南相馬市陸上競技協会

　対象事業　第３６回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会

　　　　　　　開催日　令和６年１１月１７日（日）

　補助率　　定額

　補助額　　１，３００千円

　大会結果　総合順位　１９位　　市の部１２位（１５区３．４ｋｍ女子の部区間賞）

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

講座・体験学習等の参加者数 １，４００人 １，５０９人

強化練習会の実施回数 １５回 ２３回

337

339
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 06 01 51 20

（前年度）

10 06 01 52 20

（前年度）

国庫支出金

地 方 債 0

そ の 他 0

国庫支出金 0

健康福祉部スポーツ推進課 3,163

スポーツ協会事業補助金 3,829 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

1,619

スポーツ少年団活性化補助金 1,619 県　支出金 0

0 3,829

健康福祉部スポーツ推進課 1,227

- 426 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　スポーツ少年団の団員及び指導者の育成と活性化を図るため、スポーツ少年団本部の事

業に係る経費に対し、補助金を交付した。

事業内容

　事業主体　南相馬市スポーツ少年団（加盟団体　４５団体）

　対象事業　スタートコーチ養成講習会受講料助成（資格取得を目指す指導者へ交付）

　　　　　　交付金額　７５千円　１５人取得

　　　　　　スポーツ少年団交流活性化事業（交流試合や講習会を行う団体へ交付）

　　　　　　交付金額　６２０千円　７団体

　　　　スポーツ少年団組織力強化事業（遠征等を行う団体へ交付）

　　　　　　交付金額　５００千円　５団体

　補助率　　定額

　補助金額　１，６１９千円

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　競技力の向上や指導者の育成を図るため、南相馬市スポーツ協会が実施する事業に対し、

補助金を交付した。

事業内容

　事業主体　南相馬市スポーツ協会（加盟団体　２６団体）

　対象事業　市総合スポーツ大会（各開催団体へ４０千円交付）

　　　　　　交付金額８９０千円　２３団体　１，７６６人参加

　　　　　　スポーツ振興助成事業（大会や講習会を開催する団体へ交付）

　　　　　　交付金額２５３千円　８団体　延べ４１９人参加

　　　　　　競技力向上対策助成事業等（上位選手育成のための事業を行う団体へ交付）

　　　　　　交付金額９３９千円　８団体　延べ１，７３１人参加

　補助率　　定額

　補助金額　３，８２９千円

＜計画未達の理由＞

　団体チラシ募集などにより加入促進を行ったが、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

南相馬市スポーツ少年団団員数 ６６０人 ６８３人

スポーツ協会加入者数 ２，７７４人 ２，６６９人

339

339
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 06 01 54 20

（前年度）

10 06 01 55 20

（前年度）

国庫支出金 0 9,621

そ の 他 0

健康福祉部スポーツ推進課 5,236

地 方 債 0

スポーツ合宿支援事業補助金 9,621

健康福祉部スポーツ推進課 5,649

そ の 他 0

国庫支出金 0 5,600

健康マラソン大会補助金 5,600 県　支出金 0

県　支出金 0

地 方 債 0

- 428 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　市民の健康増進を図るため、第３７回健康マラソン大会を実施する実行委員会に対し、

補助金を交付した。

事業内容

　事業主体　野馬追の里健康マラソン大会実行委員会

　対象事業　第３７回健康マラソン大会・第１９回ウオーキング大会

　　　　　　　開催日　　令和６年１２月１日（日）

　　　　　　　部　門　　１．５ｋｍ、２ｋｍ、３ｋｍ、５ｋｍ、１０ｋｍ、ハーフ、

　　　　　　　　　　　　親子ペア、ウォーキングの計３８部門

　　　　　　　参加者数　３，００７人

　補助率　　定額

　補助金額　５，６００千円

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　スポーツを通じた交流人口の拡大、地域の活性化及び本市のさらなるスポーツの推進を

図るため、市内のスポーツ施設等及び宿泊施設を利用して合宿を実施する団体に対し、補

助金を交付した。

事業内容

　対象者　　市内でスポーツ合宿を実施する市外の団体

　補助要件　市内のスポーツ施設等及び宿泊施設を利用し、かつ延べ宿泊者数が

　　　　　　１０人以上であること

　補助額　　①市外の団体が市内に宿泊して行う合宿の期間中に、市民等を対象とした

　　　　　　　スポーツ交流等を団体として開催した場合

　　　　　　　：３千円×延べ宿泊者数（上限３００千円）

　　　　　　②市外の団体が市内に宿泊してスポーツ合宿を行う場合

　　　　　　　：２千円×延べ宿泊者数（上限２００千円）

　申請件数　８４件（①６９件、１５件）

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

マラソン大会参加者数

スポーツ交流人口（延べ人数）

２，９５８人 ３，００７人

１，９９５人 ４，４６７人

339

339
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 06 01 57 20

（前年度）

10 06 01 59 20

（前年度）

健康福祉部スポーツ推進課 1,720

国庫支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

地 方 債 0

国庫支出金 0 1,174

2,069

スポーツ少年団選手派遣事業補助金 2,069 県　支出金 0

そ の 他 0

健康福祉部スポーツ推進課 1,075

レクリエーション協会事業補助金 1,174 県　支出金 0

- 430 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　市民の健康増進と余暇活動の充実を図るため、南相馬市レクリエーション協会が実施す

る事業に対し、補助金を交付した。

事業内容

　事業主体　南相馬市レクリエーション協会（加盟団体　１１団体）

　対象事業　スポーツレクリエーション祭（各開催団体へ２０千円交付）

　　　　　　交付金額１８０千円　９団体　５１５人参加

　　　　　　生涯スポーツ教室(誰もが参加できる初心者向けのスポーツ教室を開催）

　　　　　　交付金額４７５千円　９団体　１，１２３人参加

　　　　　　スポーツ団体組織力強化事業（市外交流、遠征等を行った団体へ交付）

　　　　　　交付金額９９千円　３団体

　補助率　　定額

　補助金額　１，１７４千円

＜計画未達の理由＞

　団体チラシ募集などにより加入促進を行ったが、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　スポーツ少年団活動を通した青少年の健全育成と競技力向上に資するため、県大会以上

の大会に参加するスポーツ少年団に対し、補助金を交付した。

事業内容

　対象者　　南相馬市スポーツ少年団本部登録団体

　対象経費　県大会以上の大会に出場する場合の大会参加費、交通費、宿泊費

　補助率　　８／１０

　種目　　　バレーボール（７件）、空手道（５件）、サッカー（４件）、

　　　　　　バスケットボール（３件）、軟式野球（２件）、剣道（２件）、

　　　　　　ソフトテニス（２件）

　　　　　　合計２５件

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

市レクリエーション協会加入者数 １，２０１人 ９８８人

補助金交付件数 １８件 ２５件

339

339
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 06 01 60 20

（前年度）

10 06 01 61 20

（前年度）

国庫支出金 0 335

地域スポーツ振興助成事業補助金 335 県　支出金 0

そ の 他 0

健康福祉部スポーツ推進課 1,252

地 方 債 0

そ の 他 0

健康福祉部スポーツ推進課 335

金

1,226 県　支出金 0

地 方 債 0

坂東市将門ハーフマラソン大会参加事業補助

国庫支出金 0 1,226
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事      業      内      容
決算書

ページ

　歴史的に縁のある茨城県坂東市とマラソンを通じて交流を図るため、大会参加に必要な

経費に対し、補助金を交付した。

事業内容

　事業主体　野馬追の里健康マラソン大会実行委員会

　対象事業　第３４回坂東市将門ハーフマラソン大会

　　　　　　　開催日　令和６年１１月１０日（日）

　　　　　　　参加者　選手２９名・スタッフ１６名　計４５名

　補助金額　１，２２６千円

＜計画未達の理由＞

　市内各小中学校などに参加依頼を行ったが、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　市民のスポーツ活動の振興及び育成を図るため、市内の各地域で開催されるスポーツ大

会に対し、補助金を交付した。

事業内容

　対象者　　各地域団体、各スポーツ協会

　対象事業　太田地区ふれあい運動会（参加者：３９０人）

　補助金額　５５千円

　　　　　　鹿島区民グラウンド・ゴルフ大会（参加者：１０２人）

　　　　　　鹿島区パークゴルフ大会（参加者：１０８人）

　補助金額　２８０千円

＜計画未達の理由＞

　予定していた高平地区大会が他の事業を活用して行ったため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

大会派遣人数 　５０人 ４５名

地域スポーツ大会参加者数 ６８０人 ６００人

339

339
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 06 01 65 20

（前年度）

10 06 01 F1 20

（前年度）

1,000

そ の 他 0

健康福祉部スポーツ推進課 700

1,400 県　支出金 0

0

国庫支出金

県　支出金

地 方 債 0

国庫支出金 0 1,400

交流・滞在型スポーツ支援事業

地 方 債 0

そ の 他 0

0 1,000

交流・滞在型スポーツ事業補助金 1,000

健康福祉部スポーツ推進課
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事      業      内      容
決算書

ページ

　子どもたちの競技力向上や指導者の指導力向上、スポーツ交流人口の拡大と地域経済の

活性化を図るため、本市で開催される滞在型スポーツ大会に対し、補助金を交付した。

事業内容

　事業主体　野馬追の里浮舟杯卓球大会実行委員会

　対象事業　野馬追の里第４９回浮舟杯卓球大会第１０回トップアスリート教室

　　　　　　　開催日　　令和７年２月１４日（金）

　　　　　　　参加者数　８０人

　補助率　　定額

　補助額　　１，０００千円

＜計画未達の理由＞

　大会及びトップアスリート教室日程の変更により、参加者が見込みより減少したため、

計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　スポーツ交流人口の拡大と地域経済の活性化を図るため、滞在型スポーツ大会等を誘致

した。

事業内容

　滞在型スポーツ大会負担金

　　①Ｆｕｊｉｋｕｒａ　東北ジュニアカップ２０２４（ジュニアゴルフ）

　　　開催日　令和６年４月５日（金）　　　　　　　　　　参加者　　　１２１人

　　②第１７回相馬野馬追旗争奪近県剣道大会

　　　開催日　令和６年４月２１日（日）　　　　　　　　　参加者　１，０５０人

　　③第３６回日本選手権ディスクゴルフトーナメント

　　　開催日　令和６年９月２２日（日）～２３日（月）　　参加者　　　１０３人

　  ④第７６回東北学生卓球選手権大会

　　　開催日　令和６年６月１５日（土）～１６日（日）　　参加者　　　２７０人

　　⑤第５９回北日本学生馬術大会

　　　開催日　令和６年９月４日（水）～８日（日）　　　　参加者　　　１５８人

　　⑥パラＩＤジャパン・年代別オープン卓球大会２０２４

　　　開催日　令和６年９月２８日（土）～２９日（日）　　参加者　　　　８７人

　負担金額　１，４００千円

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

８０人トップアスリート教室参加者数 ９３人

６件滞在型スポーツ大会開催数 ６件

339

339
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 06 01 F2 20

（前年度）

10 06 01 F3 20

（前年度） そ の 他 0

スポーツ交流事業 1,031 県　支出金 0

地 方 債

国庫支出金 0 1,031

健康福祉部スポーツ推進課 836

0

国庫支出金 0 2,513

スポーツ大会等出場激励金 2,513 県　支出金 0

地 方 債 0

そ の 他 0

健康福祉部スポーツ推進課 2,625
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事      業      内      容
決算書

ページ

　スポーツの普及・振興と技術の向上を図るため、東北大会以上の上位大会に出場する選

手に対し、激励金を交付した。

事業内容

  国際大会　                          　　４２０千円　　２件（　１４人）

　全国大会（高校総体・高校選抜大会）　　　３００千円　　６件（　１０人）

　全国大会（高校生以下が参加するもの）　　９８０千円　２５件（　４９人）

　全国大会（大学生以上が参加するもの）　　４２０千円　１８件（　４２人）

　東日本大会（東日本２０都道県以上）　　　　２８千円　　１件（　　４人）

　東北大会（東北６県以上）　　　　　　　　３６５千円　２６件（　７３人）

　交付額合計　　　　　　　　　　　　　２，５１３千円　７８件（１９２人）

＜計画未達の理由＞

　計画していた人数より上位大会に出場する人数が減少したため、計画に到達しなかった。

活動指標等（アウトカム） 計画 実績

　市民のスポーツに親しむ機会を拡充するとともに、スポーツ団体等の活性化や震災後の

スポーツ活動の復興に繋げるため、交流自治体等とのスポーツ交流事業を実施した。

事業内容

　燕さくらマラソン大会（４月５日（金）～６日（土）　１１人参加）

　南相馬市・広野町パークゴルフ交流大会（６月３０日（日）　１２０人参加）

　南相馬市・杉並区少年野球交流大会（８月１５日（木）～１６日（金）　４２人参加）

　南相馬市・杉並区・取手市少年野球交流大会

　（８月３１日（土）～９月１日（日）１１５人参加）

　交流自治体中学生親善野球大会（１０月１２日（土）～１４日（月）　２２人参加）

　野馬追の里マラソン大会への招待（新潟県燕市）（１２月１日（日）　６１人参加）

　杉並区中学校対抗駅伝大会（１２月７日（土）～８日（日）　１５人参加）

　南相馬市・杉並区・取手市交流自治体サッカー大会（２月２２日（土）　１９人参加）

＜計画未達の理由＞

　予定していたバレー大会が参加人数の不足により辞退したため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

８件

激励金交付人数 ２００人 １９２人

交流事業開催数 ９件

341

341
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 06 01 F5 20

（前年度）

10 06 03 F5 20

（前年度）

10 06 03 R3 20

（前年度）

健康スポーツ推進事業 1,469 県　支出金

国庫支出金 0 0

地 方 債 0

（仮称）鹿島多目的グラウンド整備事業 39 県　支出金 0

そ の 他 0

健康福祉部スポーツ推進課 －

健康福祉部スポーツ推進課 48,829

そ の 他 17,412

0 9,861

体育施設整備事業 27,273 県　支出金 0

国庫支出金

地 方 債 0

そ の 他 1,469

健康福祉部スポーツ推進課 1,678

0

地 方 債 0

国庫支出金 0 39
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事      業      内      容
決算書

ページ

　市民のスポーツ人口の拡充や健康増進を図るため、市民の誰もが気軽に楽しめるスポー

ツ教室を開催した。

　事業内容　高齢者や障がい者を含め市民の誰もが気軽に参加できるスポーツ教室

　実施内容　カローリング（３９人）、ボッチャ（２８人）

　　　　　　輪投げ大会（５５人）、ラージボール大会（２８人）

　　　　　　市民体力測定会（６７人）

　　　　　　木球（３６人）、スナックゴルフ（３６人）

　　　　　　ボッチャ大会（４０人）、カローリング（４３人）

　　　　　　モルック（４６人）、ノルディックウオーキング（２６人）

　　　　　　参加人数合計　４４４人　

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　みちのく鹿島球場サブグラウンドを整備するため、みちのく鹿島球場サブグラウンド

整備意見交換会を開催するとともに、実施設計及びトイレ建築設計業務に着手した。

事業内容

（仮称）鹿島多目的グラウンド（みちのく鹿島球場サブグラウンド）整備意見交換会

　開催日　４月２５日、５月２４日

 みちのく鹿島球場サブグラウンド実施設計業務委託

　委託期間：令和６年８月１４日～令和７年６月３０日（※繰越事業）

 みちのく鹿島球場サブグラウンド建築設計業務委託

　委託期間：令和６年１２月２日～令和７年６月３０日（※繰越事業）

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　市民の健康増進・競技力向上並びに利用者の利便性を図るため、スポーツ施設の整備を

行った。

事業内容

　スポーツセンター音響設備修繕工事

　夜ノ森公園テニスコート修繕工事

　千倉体育館火災報知設備更新工事

　南相馬市スポーツセンター非常用発電設備騒音対策工事

　北新田第１運動場危険木伐採業務

　スポーツ施設照明ＬＥＤ化工事（南相馬市テニスコート、千倉体育館、千倉グラウンド）

　雲雀ケ原陸上競技場トイレ改修工事

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

施設整備件数 ６件 ９件

健康スポーツ教室参加者数 ３８６人 ４４４人

343

実施設計業務完了 １件 ０件

343

341
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 06 05 50 20

（前年度）

10 06 05 51 20

（前年度）

10 06 05 F1 20

教育委員会事務局教育総務課 （前年度）

－

国庫支出金 0 12,160

給食センター整備推進事業 12,160

国庫支出金 134,132 0

学校給食費無償化事業補助金 176,703 県　支出金

地 方 債 0

0

そ の 他 42,571

県　支出金 0

（繰越明許費） 12,160 地 方 債 0

そ の 他 0

0

教育委員会事務局学校教育課 －

学校給食食物アレルギー対応補助金 191 県　支出金 0

0

そ の 他

地 方 債

国庫支出金 0 191

教育委員会事務局学校教育課 181,653
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事      業      内      容
決算書

ページ

　市立小中学校に在籍する児童生徒の保護者に対し、給食費にかかる保護者の負担を軽減

するため、学校給食費相当額の補助金を交付した。

事業内容

　対象者　　小中学校児童生徒の保護者（各小中学校に申請・受領の手続きを委任）

　対象経費　学校給食費

　補助率　　１０／１０

　補助額　　保護者負担額全額

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　子育て世代の経済的負担を軽減し、児童生徒の心身の健やかな成長を推進するとともに、

教育環境の充実に資するため、市立小中学校に在籍し、食物アレルギーにより学校給食の

提供を受けることができず、弁当や代替のおかず等を持参するなど、各家庭により食物ア

レルギーに対応している児童生徒の保護者に対し、補助金を交付した。

事業内容

　対象者　　食物アレルギーにより給食の全部又は一部を喫食できない児童生徒の保護者

　対象経費　学校給食費相当額

　補助率　　①１０／１０（給食を全部喫食できない児童生徒）

　　　　　　②１／２　　（給食の一部を喫食できない児童生徒）

 ＜計画未達の理由＞

　②食物アレルギーにより代替のおかず等を持参した児童・生徒が当初の見込より少なか

　ったため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　南相馬市学校給食提供体制基本方針に基づき、小高区・原町区の学校給食調理施設（自

校方式）を集約し、新たに給食センターを整備するため、基本設計を行った。

事業内容

　（仮称）南相馬市新学校給食センター建設基本設計業務委託

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

基本設計業務委託の適切な発注・施工 完了 完了

補助金交付者数
　　①　１人
　　②３１人

　　①　２人
　　②２０人

２，７４９人 ２，７５９人補助金交付者数

345

345

345
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 07 01 F7 20

（前年度）

10 07 02 F2 20

（前年度）

10 07 03 F7 20

（前年度）

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課 17,254

1,348

健康福祉部スポーツ推進課 600

－

そ の 他 84,285

16,339 県　支出金 16,339

0 0

スクールカウンセラー等派遣事業

地 方 債 0

国庫支出金

地 方 債 0

そ の 他

0 0

原町第二中学校テニスコート整備事業 84,285 県　支出金 0

国庫支出金

地 方 債 0

国庫支出金 0 0

みらい元気挑戦　スポーツ招致事業 1,348 県　支出金 0

教育委員会事務局教育総務課
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事      業      内      容
決算書

ページ

　子どもたちが健やかに成長できるよう、専門的な支援や対応ができる教育相談体制を整

備するため、スクールカウンセラー等を定期的に小中学校へ派遣し、カウンセリングを通

して児童生徒の心のケアを行った。

　また、教職員や保護者に対し、指導助言等のメンタルケアを行った。

事業内容

　カウンセラー等の派遣（小学校２校、中学校６校）

　学校長や養護教諭との情報交換

　派遣カウンセラー及び養護教諭等との事例検討会

　専門研修会（特別支援教育研修、生徒指導研修、養護教諭研修）　

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　スポーツの重要性について意識高揚を図るとともに、市民一人ひとりの活力を取り戻す

ため、市内スポーツ施設にスポーツイベントを招致するなど、プロスポーツ選手等のプレ

イを身近に観戦できる機会を提供した。

事業内容

　プロスポーツ招致にかかる負担金　１，３４８千円

　①ＢＣリーグ公式戦　　　　　令和６年　８月１０日（土）　１５０人参加

　②サガン鳥栖サッカー教室　　令和６年１１月２３日（土）　　７４人参加

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　原町第二中学校テニスコートに地域子育て支援拠点を整備することから、さくらい保育

園跡地に代替となるテニスコートを整備するため、用地購入を行った。

事業内容

　さくらい保育園跡地購入費

　所在地　原町区桜井町一丁目１５５番ほか１筆

　面　積　１，９７６．４２㎡

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

小中学校の施設・設備の整備について「満足」「や
や満足」と回答する保護者の割合

６１．０％ ７１．４％

　①２２１回
　②３回

　①２４６回
　②３回

プロスポーツイベント開催回数 ２回 ２回

①カウンセラーの派遣回数
②専門研修会の開催回数

345

345

347
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 08 01 F8 20

（前年度）

10 08 02 22 21

（前年度）

10 08 02 50 20

（前年度）

4,357

0

地 方 債 0

65,515

そ の 他 2,881

南相馬市・杉並区スポーツ交流事業補助金 2,881 県　支出金 0

地 方 債 0

健康福祉部スポーツ推進課

国庫支出金 0 0

そ の 他 0

健康福祉部スポーツ推進課 －

国庫支出金 0 61,046

市民プール管理運営事業（債務負担） 61,046 県　支出金 0

地 方 債 0

国庫支出金 65,559 1

臨時スクールバス等運行事業 65,560 県　支出金

そ の 他 0

教育委員会事務局学校教育課

- 444 -



事      業      内      容
決算書

ページ

　東日本大震災及び原子力災害による避難等によって、遠方からの通学を余儀なくされて

いる児童生徒の通学手段を確保するため、送迎用臨時スクールバスを運行した。

事業内容

　臨時スクールバス等運行業務委託

　　運行内容　小高小学校及び小高中学校への送迎

　　運行台数　バス　　　１台（小高区外から通学する児童生徒用）

　　　　　　　タクシー　４台（小高区内から通学する児童生徒用）

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　市民の心身の健全な発達と明るく豊かな生活形成に寄与するため、南相馬市民プールの

管理運営を行った。

事業内容

　指定管理者制度の導入

　　指定管理者　株式会社フクシ・エンタープライズ

　　指定期間　　令和６年４月１日～令和８年３月３１日

　　令和６年度利用者数　６０，４７６人

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　市民がスポーツに親しむ機会を拡充するとともに、スポーツ団体等を活性化させること

で、震災後のスポーツ活動の復興に繋げるため、杉並区とのスポーツ交流事業を実施する

団体に対し、補助金を交付した。

事業内容

　南相馬市・杉並区少年野球交流大会（８月１５日（木）～１６日（金）　４２人参加）

　南相馬市・杉並区・取手市少年野球交流大会

　（８月３１日（土）～９月１日（日）　１１５人参加）

　交流自治体中学生親善野球大会（１０月１２日（土）～１４日（月）　２２人参加）

　杉並区中学校対抗駅伝大会（１２月７日（土）～８日（日）　１５人参加）

　南相馬市・杉並区・取手市交流自治体サッカー大会（２月２２日（土）　１９人参加）

＜計画未達の理由＞

　予定していたバレー大会が参加人数の不足により辞退したため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

市民プール利用者数

①運行ルート数（バス）
①運行ルート数（タクシー）

①１ルート
②４ルート

①１ルート
②４ルート

５７，３００人 ６０，４７６人

交流事業開催数 ６件 ５件

347

347

347
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令和6年度

会計 01 一般会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

決算額

財源内訳

特定財源 一般財源

10 08 02 F3 20

（前年度）

10 08 02 F5 20

（前年度）

そ の 他 373

そ の 他 0

健康福祉部スポーツ推進課

国庫支出金 0 2,625

県　支出金 0

教育委員会事務局学校教育課 13,372

国庫支出金 0 19,338

2,440

地 方 債 0

地 方 債 0

学校給食検査体制整備事業 19,711

子どもスポーツ活動促進事業 2,625 県　支出金 0
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事      業      内      容
決算書

ページ

　学校給食のより一層の安全安心を確保するため、使用する給食食材を対象に事前検査及

び提供した給食の事後検査（丸ごと検査）を実施した。

　事業内容

　　給食食材検査員（事前検査）の雇用　５人（パートタイム）

　　学校給食用食材の試料代

　　放射能検査機器点検校正　９台

　　事後検査（丸ごと検査）の実施

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

　子どもたちのスポーツ意欲の増進を図るとともに、運動不足を解消するため、スポーツ

施設利用料等の免除を行った指定管理者に対し、免除相当額を交付した。

事業内容

　スポーツ施設指定管理者へ利用料免除減収分の補填

　①免除対象施設　：小川町体育館　他１６施設

　②免除者数　　　：延べ２６，８１３人

　③対象指定管理者：太田大甕スポーツクラブ　他４団体

　④交付金額　　　：２，６２５千円

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

スポーツ施設利用者数 ２３，１９６人 ２６，８１３人

①検査員の配置人数
②事後検査（丸ごと検査）の実施回数

　①５人
　②１９２回

　①５人
　②２００回

347

347
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令和6年度

会計 05 育英資金貸付特別会計 （単位：千円）

款 項 目 大事業 中事業

中事業名称

所属

02 01 01 35 10

（前年度）

国庫支出金 0 1,545

決算額

財源内訳

地 方 債

教育委員会事務局教育総務課 26,604

そ の 他

育英資金貸付金 30,460 県　支出金 0

特定財源 一般財源

0

28,915

- 462 -



　教育の機会均等を図るため、経済的理由により修学困難と認められる学生・生徒に対し、

無利子で育英資金の貸付を行った。

事業内容

　育英資金貸付

　　大学又は短期大学

　　　貸付額　　月額６４千円以内、入学資金　４００千円以内

　　　貸付人数　４１人（うち新規１６人）

　　高等専門学校又は専修学校

　　　貸付額　　月額４０千円以内、入学資金　４００千円以内

　　　貸付人数　　３人（うち新規２人）　

　　高等学校

　　　貸付額　　月額１８千円以内

　　　貸付人数　　１人（うち新規１人）　

＜計画未達の理由＞

　大学・短期大学、高専・専修学校における令和７年度入学者の入学資金貸付前払い件数、

高校における令和６年度新規貸付件数が想定を下回ったため、計画に到達しなかった。

成果指標等（アウトカム） 計画 実績

学校種別ごとの育英資金貸付
①大学・短期大学
②高専・専修
③高校

①４９人
②　５人
③　２人

①４１人
②　３人
③　１人

事      業      内      容
決算書

ページ

421
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